
中
華
民
図
幣
制
改
革
問
題
の
経
過

古
川

垣

寅

ヨた

げハ
H

白以

中
華
民
園
に
於
け
る
貨
幣
制
度
の
改
革
は
、
ひ
と
り
同
闘
に
と
り
て
の
重
大
問
題
た
る
の
み
な
ら
守
、
之
と
密
接
の
経
済
閥
係
に
立
つ

我
聞
に
と
り
て
も
、
閑
却
す
べ
か
ら
ざ
る
重
要
の
意
義
を
有
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
我
等
に
と
り
て
の
研
究
課
題
た
る
べ
き
意
義
も
大
な
る

も
の
が
あ
る
。
之
れ
郎
ち
間
際
経
済
開
係
の
緊
密
さ
が
、
貨
幣
制
度
に
よ
り
て
左
右
せ
ら
る
L
静
岡
然
の
結
果
と
一
耳
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
間
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
金
銀
比
債
の
動
揺
す
る
波
請
の
中
に
、
最
も
植
要
の
銀
本
位
園
た
る
地
位
を
維
持
し
来
れ
る
中
華
民
固
に
も
、
幣
制
改
革

の
機
運
は
幾
た
び
か
動
き
、
屡
ば
そ
の
貴
現
に
着
手
せ
ら
れ
、
政
治
的
権
力
の
移
動
と
共
に
そ
の
趨
向
も
替
っ
て
き
た
。
暫
く
紙
幣
制
度

の
こ
と
を
論
外
に
措
け
ば
、
問
題
の
核
心
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
く
、
本
位
制
度
と
単
位
問
題
に
あ
り
、
又
錯
雑
せ
る
貨
幣
流
通
欣
態
を
統
一

整
理
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
の
内
の
中
心
傾
向

E
見
る
べ
き
も
の
は
、

一
は
先
づ
園
内
に
於
け
る
幣
制
の
統
一
を
重
視
し
て
暫
く
銀
本
位
に

満
足
し
、
徐
ろ
に
そ
の
整
理
と
資
力
の
芳
貴
と
を
待
ち
て
金
本
位
制
度
に
進
む
ペ
し
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
銀
本
位
の
非
間
際
的
性

質
を
設
い
て
、
直
ち
に
金
魚
替
本
位
若
く
は
金
核
本
位
を
採
り
、
他
日
金
本
位
制
度
に
進
む
階
梯
た
ら
し
む
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
華
民
聞
に
於
け
る
幣
制
改
革
運
動
の
歴
史
は
‘
即
ち
此
等
二
つ
の
流
れ
の
交
互
に
織
り
な
せ
る
姿
で
あ
る
寸

中
華
幣
制
改
革
運
動
の
流
札
に
沼
ひ
て
そ
の
内
容
を
質
し
、
そ
の
一
般
の
運
動
傾
向
を
論
議
し
、
進
ん
で
同
閤
幣
制
改
革
の
た
め
に
さ

中
華
民
国
信
制
改
革
問
題
の
経
過

ニ
O
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商
血
中
研
究
第
一
一
旗

二

O
二

L
や
か
な
る
一
燈
を
勤
ぜ
ん
こ
と
は
、

A
7
予
が
多
大
の
興
味
を
畳
え
つ

L
研
究
を
試
み
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
他
日
の
機

舎
に
譲
り
、
設
に
は
先
づ
同
閏
に
於
て
、
又
は
同
固
に
封
し
て
起
さ
れ
た
る
、
幣
制
改
革
に
閲
す
る
諸
提
案
の
経
過
を
連
ぺ
、
概
況
を
掲

げ
て
参
考
資
料
の
一
端
に
供
せ
ん
正
す
る
。
本
稿
の
材
料
蒐
集
は
専
ら
予
が
研
究
内
弔
問
牢
生
北
川
宗
助
君
の
努
力
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
同

君
の
精
問
時
勤
な
る
、
+
必
然
た
る
参
考
資
料
の
集
大
成
を
作
す
に
至
っ
た
。
未
だ
漢
文
資
料
の
渉
猟
足
ら
や
ノ
、
主
と
し
て
欧
米
並
に
我
園

の
文
献
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
顧
み
て
な
ほ
改
善
の
飴
地
少
か
ら
ざ
る
を
感
じ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
予
は
先
き
に
研
究

宗
同
人
諸
君
の
援
助
を
請
ひ
、
中
華
民
閤
幣
制
並
に
銀
問
題
に
関
す
る
著
書
論
文
の
、
明
治
初
年
以
来
我
聞
に
現
は
れ
た
る
も
の
を
輯
め

て
、
研
究
文
献
集
録
を
編
み
、
財
圏
法
入
金
融
研
究
合
よ
り
刊
行
を
請
ひ
研
究
者
の
便
に
供
へ
た
。
そ
は
こ
の
問
題
の
研
笥
者
に
と
り
、

• 

少
く
と
も
翠
手
投
足
の
努
を
省
く
べ
き
投
割
を
果
す
に
足
る
も
の
と
信
ホ
ノ
る
が
、
本
稿
も
亦
民
固
に
於
け
る
幣
制
改
革
の
動
向
を
討
ぬ
る

上
に
は
、
若
干
の
寄
輿
と
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。

時
代
を
別
ち
て
便
宜
上
共
の
如
く
し
た
、
そ
は
幣
制
改
革
運
動
に
現
は
る
L
特
質
に
着
服
し
た
り
と
一
五
ふ
よ
り
は
.
政
治
的
費
革
を
基

調
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
て
改
革
運
動
に
も
消
長
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
、
清
朝
時
代
に
於
け
る
幣
制
改
革
問
題

一
、
前

期

自
一
八
九
五
年
(
光
緒
二
一
年
)
至
一
九

O
八
年
(
光
緒
三
四
年
)

二
、
後

期

自
一
九

O
九
年
(
定
統
元
年
)
至
一
九
一
一
年
(
宣
統
一
二
年
)

第
二
、
中
華
民
閤
成
立
後
の
幣
制
改
革
問
題

Mij 

期

自
一
九
一
一
一
年
(
民
岡
元
年
)
至
一
九
二
七
年
(
氏
園
二
ハ
年
〉



問
、
後

期

一
九
二
八
年
(
民
間
一
七
年
〉
以
降

本
稿
の
性
質
と
、
旺
つ
は
又
紋
設
の
様
式
を
簡
約
に
せ
ん
が
た
め
、
殆
い
と
箇
保
書
き
と
す
る
に
止
め
た
。
本
問
題
に
つ
い
て
の
最
も
一

般
的
な
る
文
献
と
し
て
は
、

就
中
弐
の
如
き
も
の
を
奉
げ
心
ば
た
る
ま
い
。
本
文
中
一
々
出
擦
を
一
不
す
の
煩
を
、
避
け
た
が
、
概
ね
共
等
の

参
考
文
献
に
操
る
も
の
が
多
い
。

馬
場
鍬
太
郎

支
那
経
済
地
理
誌
(
制
度
全
篇
〉
上
海

昭
和
二
年

青
島
守
備
軍
民
政
部
鐸

支
那
幣
制
沿
革

大
正
七
年

外
務
省
通
商
局
第
二
課
編

支
那
金
融
事
情

大
正
一
五
年

日
本
銀
行
臨
時
調
布
委
員
合

支
那
幣
制
改
草
に
闘
す
ゐ
資
料

大
正
七
年

牧
野
善
作

清
国
貨
幣
問
題
、
混
漢
金
融
機
関
調
奈
報
告

明
治
一
一
一
八
年

山
本
唯
三
郎
誇
(
ジ
1

・J
V
3
サ
リ
ン
グ
著
)
支
那
幣
制
改
革
論

大
正
二
年

張
家
躍

中
間
幣
制
史

民
図
一
四
年

令
聞
賀

中
園
幣
制
問
題

民
間
一
九
年

侯
一
厚
培

中
間
幣
制
沿
革
史

民
間
一
八
年

本
十
一
関
経
済
合
議
秘
書
底
編

本
土
間
経
済
合
議
専
刊

民
国
一
七
年

会
同
財
政
合
議
秘
書
底
編

全
同
財
政
合
議
実
編

民
岡
一
七
年

中
華
民
国
融
市
制
改
掌
問
題
の
終
過

O 
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刷
新
の
必
要
を
痛
感
す
る
に
至
っ
た
。
殊
に
康
一
例
魚
、
梁
砕
超
等
の
少
批
革
新
訳
は
、
光
緒
帝
を
擁
し
て
所
謂
建
法
白
強
を
唱
へ
、
中
園

白
強
の
道
は
範
を
日
本
に
取
り
、
西
洋
の
文
化
を
掠
則
し
、
官
制
法
度
を
改
革
し
、
新
認
ナ
を
梓
究
す
る
に
あ
り
と
主
張
し
た
。
設
に
於
て

か
閣
制
近
代
化
の
運
動
は
翁
然
と
し
て
搭
.
到
し
来
り
、
光
緒
二
四
年
民
有
話
等
の
重
用
せ
ら
る
L

に
及
ん
で
、
此
の
形
勢
は
殊
に
念
激
な

る
進
展
を
見
た
。
即
ち
諸
般
の
改
革
は
著
々
と
し
て
そ
の
断
行
を
見
、
科
血
中
を
躍
し
、
間
半
校
を
興
し
、
雪
n
論
の
路
を
開
き
、
詩
書
出
版
を

盛
ん
に
す
る
と
共
に
商
工
錆
業
の
助
長
に
努
む
る
等
、
殆
ん

E
臆
接
に
暇
あ
ら
ざ
る
の
一
観
が
あ
っ
た
。

回
よ
り
幣
制
の
改
革
は
一
般
園
制
の
改
革
と
云
ふ
庚
汎
な
る
提
案
の
一
部
分
と
し
て
唱
へ
ら
れ
た
も
の
な
る
が
故
に
、
そ
の
何
れ
の
提

案
も
殆
ん
ど
概
括
的
性
質
を
有
す
る
に
止
ま
り
、
具
開
的
内
容
に
つ
い
て
は
詳
細
を
快
い
で
ゐ
た
。
而
し
て
政
府
に
於
て
も
、
特
に
幣
制

の
問
題
を
と
り
て
調
査
研
究
を
魚
す
が
如
き
企
て
を
見
な
か
っ
た
。
こ
れ
解
決
を
迫
る
幾
多
の
重
要
案
件
を
有
す
る
昔
時
の
情
勢
に
於
て
、

決
し
て
不
自
然
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

Q

蓋
し
幣
制
改
革
問
題
の
如
き
は
、
営
時
、
政
府
の
注
意
を
喚
起
し
つ

L
あ

っ
た
多
く
の
問
題
の
一
つ
に
す
ぎ
夕
、
又
政
治
、
財
政
の
問
題
に
較
ペ
て
は
、
充
程
重
要
た
も
の
で
は
あ
り
符
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

営
時
提
唱
せ
ら
れ
た
る
幣
制
改
革
案
の
主
た
る
も
の
を
列
皐
す
れ
ば
共
の
如
く
で
あ
る
。

一
八
九
五
年
(
光
緒
二
一
年
)

閏
五
月

順
天
府
予
胡
矯
一
余
、
幣
制
統
一
の
提
議
を
し
た
、
金
貨
の
鋳
造
を
主
張
し
た
第
一
人
で
あ
る
。

十
二
月

監
察
御
史
王
鵬
運
の
幣
制
費
革
の
奏
請
あ
り
、
英
園
の
跨
貨
に
倣
ひ
金
貨
を
錯
遣
す
ぺ
し
と
の
主
張
を
し
た
。

一
八
九
六
年
(
光
緒
二
二
年
〉

九
月

組
理
街
門
給
事
盛
宣
懐
の
幣
制
改
革
の
奏
請
あ
り
、
そ
の
計
書
に
於
て
は
闘
を
臨
し
て
元
に
改
め
、
金
貨
及
び
小
銀
貨
を
も
鐸

中
華
民
凶
符
制
改
草
問
題
山
経
過

二
O
五
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六

遺
し
て
、
大
小
相
共
に
通
用
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。

一
八
九
七
年
(
光
緒
二
三
年
〉

九
月

遇
政
使
参
議
揚
宜
治
は
英
閤
幣
制
移
殖
笑
を
提
唱
し
た
。

然
る
に
光
緒
一
一
四
年
所
謂
戊
戊
の
ク
ー
デ
タ
ー
起
り
、
光
緒
帝
幽
閉
せ
ら
れ
、
西
太
后
の
聴
政
と
な
る
。
設
に
於
て
か
反
動
起
り
、
改
革

の
諸
政
悉
く
一
括
せ
ら
れ
て
、
改
革
の
策
蓮
は
頓
挫
し
た
。

ー
ー

後

期

自
一
九

O
九
年
(
貨
統
元
年
)
至
一
九
二
年
(
貨
統
三
年
〉

支
那
に
於
け
る
園
際
商
業
の
稜
建
‘
闘
際
借
款
の
増
加
は
幣
制
改
革
の
問
題
に
愈
よ
重
要
な
る
意
義
を
有
せ
し
む
る
に
至
っ
た
ο
蓋
し

日
清
戦
争
の
戟
費
並
に
賠
償
金
の
支
梯
の
需
め
、
之
が
財
源
を
悉
く
外
債
に
仰
ぎ
た
る
結
果
は
、
光
緒
二

O
年
よ
り
同
二
四
年
に
至
る
五

ヶ
年
間
に
、
外
債
総
額
は
五
問
、
四
五
五
千
時
間
の

E
額
に
達
し
た
。
而
し
て
毎
年
償
還
す
べ
き
元
利
合
計
二
五
百
飴
寓
雨
に
上
り
、
や
同
時

外
債
の
捨
保
た
り
し
海
開
税
収
入
約
二
二
百
高
雨
を
以
て
し
で
も
、
向
ほ
H
A
ら
歩
、
財
政
素
飢
の
基
悶
は
誌
に
萌
し
た
と
云
っ
て
差
支
へ

-
な
い
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
く
財
政
上
の
打
撃
甚
だ
大
な
り
し
に
加
へ
て
、
戦
後
新
政
の
準
備
に
必
要
な
る
経
費
の
膨
脹
も
亦
砂
か
ら
や
ノ
、

営
時
の
歳
入
八
八
百
飴
寓
雨
に
封
し
て
歳
出
一
億
を
超
過
し
、
共
不
足
額
は
一
三
百
寓
雨
に
建
し
た
。
漸
く
営
時
産
金
税
、
海
閥
税
、
阿

片
税
等
年
々
自
然
の
増
収
を
見
た
る
を
以
て
、
財
政
を
支
へ
得
る
の
朕
態
に
あ
っ
た
ο

然
る
に
光
緒
二
六
年
ハ
一
九
O
O年
)
に
は
拳
匪
の
乱
あ
り
、
翌
年
九
月
の
最
終
議
定
書
に
従
っ
て
、
支
那
は
更
に
賠
償
金
六
七
・
五

百
跨
を
負
捨
せ
し
め
ら
る
L

に
至
っ
た
。
設
に
於
て
か
財
政
は
益
k

窮
乏
を
来
し
、
外
債
総
額
二
一
二
百
高
跨
に
達
し
た
。
而
し
て
此
等



の
一
五
利
金
支
捕
の
魚
め
に
英
大
の
資
金
を
必
要
と
す
る
も
、
而
も
中
央
集
構
の
買
な
き
政
府
の
財
政
は
弾
力
性
に
乏
し
く
、
増
税
に
依
つ

て
之
が
財
源
を
求
む
る
こ
と
を
許
さ
ピ
る
朕
態
に
あ
っ
た

Q

加
ふ
る
に
営
時
銀
塊
相
場
は
崩
落
の
傾
向
を
辿
り
、
銀
貨
固
た
る
支
那
の
財

政
に
封
し
て
及
し
つ
L
あ
っ
た
影
響
は
決
し
て
砂
く
な
か
っ
た
ο

銀
塊
相
場
は
一
八
七

0
年
代
よ
り
攻
第
に
下
落
の
傾
向
を
強
め
、
敵
米

諸
闘
を
悩
ま
し
つ
L
あ
っ
た
が
、
支
那
の
政
府
が
そ
の
影
響
を
強
く
感
や
る
に
至
れ
る
は
そ
れ
よ
り
進
に
以
後
、
印
ち
一
九

O
一
年
以
後

の
こ
と
に
属
す
る
。
印
ち
同
年
末
よ
り
銀
塊
相
場
の
念
激
な
る
下
落
は
始
ま
り
、

一
九

O
二
年
一
月
に
は
二
六
片
蚕
に
達
し
、
同
年
末
に

は
最
低
二
一
片
一
六
分
の
一
三
に
ま
で
下
落
し
た
。
斯
か
る
銀
塊
相
場
の
費
動
は
、
支
那
の
租
税
収
入
を
不
安
定
な
ら
し
む
る
と
共
に
、

他
方
列
園
に
負
ふ
所
の
金
債
務
に
封
す
る
元
利
支
梯
高
を
増
加
せ
し
む
る
も
の
に
し
て
、
支
那
政
府
の
財
政
上
被
む
る
べ
き
損
失
は
決
し

て
砂
く
な
い
。
斯
く
し
て
此
等
の
事
費
は
同
閏
を
し
て
、
幣
制
改
革
の
必
要
を
強
く
識
認
せ
し
む
る
所
以
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

然
か
も
支
那
に
於
け
る
幣
制
改
革
の
必
要
は
、
こ
の
頃
に
至
り
岡
際
的
に
義
務
付
け
ら
る
L
に
至
っ
た
。
印
ち
同
閣
と
通
商
貿
易
上
密

接
の
開
係
を
有
す
る
日
、
英
、
米
三
聞
は
、
そ
の
貨
幣
制
度
の
不
統
一
が
内
外
貿
易
の
殻
展
を
阻
害
す
ぺ
き
を
認
め
、

一
九

O
二
、
一
二
年

に
豆
り
て
締
結
せ
ら
れ
た
る
通
商
保
約
に
於
て
、
劃
一
せ
る
幣
制
を
創
設
す
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
に
至
っ
た

d

(
英
清
改
訂
通
商
僚
約

第
二
係
、
日
清
追
加
通
商
航
海
保
約
第
六
保
、
米
清
通
商
僚
約
第
二
二
一
保
)
斯
か
る
試
運
の
下
に
幾
多
の
幣
制
改
革
の
試
み
は
起
っ
た
。

一
八
九
九
年
(
光
緒
二
五
年
)

十
一
月

軍
機
庭
は
各
省
総
替
に
封
し
同
銀
を
一
閥
、
五
銭
、
二
銭
、

一
銭
の
同
種
に
改
鋳
す
る
こ
と
の
可
否
に
就
き
、
諮
詞
す
る
所

あ
り
、
雨
江
鴻
督
劉
坤
一
、
湖
底
総
督
張
之
洞
、
一
附
建
組
替
許
臆
験
等
は
そ
の
改
鋳
を
以
て
却
て
経
済
組
織
を
摺
飢
す
る
も
の
と
な
し
、

奮
制
に
従
は
ん
こ
と
を
復
申
し
た
υ

之
が
銀
単
位
に
つ
き
論
争
を
起
し
た
始
め
で
あ
る
ο

中
華
民
図
符
制
改
草
問
題
の
経
過

一
一
O
七



東
京
商
科
大
皐
研
究
年
報

商
皐
研
究
第
一
一
挽

ニ
O
八

一
九

O
一
年
(
光
緒
二
七
年
)

張
之
洞
、
劉
坤
一
一
は
蟹
法
合
奏
な
る
共
同
建
議
書
の
中
に
幣
制
改
革
の
問
題
に
論
及
し
、
元
皐
位
の
上
に
貨
幣
制
度
を
樹
立
す
ぺ
き
こ

と
を
建
議
し
た
。
八
月
二
十
六
日
上
論
下
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
庚
束
、
武
昌
の
造
幣
庇
を
除
き
そ
の
他
各
省
の
造
幣
廠
に
閉
鎖
を
命
じ
、

銀
貨
の
純
分
量
目
を
統
一
し
て
そ
の
流
通
を
促
進
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
が
、
鋳
造
能
力
の
不
足
、
中
央
政
棋
の
不
徹
底
、
制
銭
の
紙
芝

等
、
数
多
の
障
害
あ
り
て
賢
行
せ
ら
れ
・
な
か
っ
た
。

一
九

O
三
年
ハ
光
緒
二
九
年
)

月

墨
西
守
政
府
は
現
に
閣
内
に
流
通
す
る
銀
貨
の
使
用
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
金
本
位
同
と
の
常
替
相
場
を
確
立
す
る
に

は
如
何
な
る
方
策
を
採
用
す
べ
き
ゃ
に
就
き
、
米
闘
の
按
助
を
求
む
る
に
及
び
、
・
一
文
那
政
府
は
墨
西
可
と
協
力
し
て
之
が
解
決
の
援
助
を

米
闘
に
求
む
る
に
至
っ
た
。
印
ち
駐
米
代
理
公
使
沈
桐
は
一
月
二
十
二
日
米
岡
闘
玲
卿
ジ
ョ
ン
・
へ
イ
!
『
C
H
H

口
同
p
u
「
に
覚
書
を
提
出
し

た
。
中
園
政
府
は
金
銀
費
動
の
関
係
に
図
っ
て
影
響
を
受
く
る
こ
と
砂
少
な
ら
歩
、
墨
西
市
可
と
合
同
し
て
米
間
政
府
の
合
力
制
救
を
詰
ふ

と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
。

月

米
園
は
そ
の
請
ひ
に
鹿
じ
て
、
間
際
魚
替
委
員
舎
に
関
す
る
係
令
を
殻
布
し
た
。

四
月

米
閣
は
ヒ
ュ

l

・
エ
ヴ
チ
・
ハ
ン
ナ
同
国
包
阿
国
・
同
P
ロロ
P
チ
恥
ア
ル
ス
・
ヱ
イ
・
コ
ナ
ン
ト

C
F
P
己
O
E
L
F
-

。
。
回
記
長
ジ
ェ

ν
ミ
ア
・
グ
プ
リ
ュ
・
ジ
ヱ
ン
ク
ス

P
E
g
s
r
J宅
-
F回
目
訟
の
三
氏
を
委
員
に
任
命
し
、
賢
明
に
し
て
貴
行
容
易
な
る
方
策
を
樹
立
せ

ん
が
矯
め
に
、
墨
西
寄
及
び
支
那
の
政
府
と
交
渉
し
、
且
つ
そ
の
日
的
を
達
す
る
た
め
に
欧
州
諸
閣
と
協
議
す
べ
き
を
命
じ
た
。

他
方
支
那
自
ら
に
於
て
も
幣
制
改
革
に
努
力
す
る
所
あ
り
、
即
ち
二
十
二
日
、
上
識
し
て
軍
機
大
臣
慶
親
王
程
鴻
械
を
し
て
戸
部
(
出
。
a



伊
吋
角
。
片
岡

H28ZE)
と
合
同
せ
し
め
、
財
政
庖
を
認
世
し
て
財
政
及
び
幣
制
の
整
理
に
闘
す
る
一
切
の
事
宜
を
認
さ
し
む
る
こ
と
L

な
つ

た
。
支
那
海
開
組
税
務
司
ロ
パ
ア
ト
・
ハ
ア
ト
閉
山
町
民
C
ヴ
由
民
国
P
与
は
外
交
部
に
封
し
て
金
魚
替
本
位
制
採
用
の
建
議
を
し
た
。

五
月

大
阪
博
覧
舎
に
特
命
使
節
を
誠
遣
す
る
の
序
を
以
て
、
那
桐
に
命
じ
て
日
本
の
金
本
位
制
を
調
査
せ
し
め
た
が
、
同
氏
に
封
し

我
が
大
戴
大
臣
よ
り
は
金
本
位
採
用
に
闘
す
る
兵
鰹
案
を
提
出
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

j¥， 

月

上
海
、
香
港
、
天
津
の
各
商
業
合
議
所
は
連
署
を
以
て
、
清
閑
幣
制
劃
一
の
必
要
を
な
ら
し
、
之
を
清
岡
政
府
に
勧
告
せ
ん
こ

と
を
、
北
京
外
園
使
臣
中
の
長
老
米
国
公
使
コ
ン
タ
ァ
。
。
出
向
。
円
に
請
ふ
た
。

十
月

上
記
の
米
閣
委
員
は
倫
敦
、
巴
旦
、
伯
林
等
を
歴
訪
し
て
得
た
る
結
果
に
よ
り
、
報
告
書
を
作
成
し
て
合
衆
園
議
院
に
提
出
し

た
。
同
委
員
ゼ
ン
ク
ス
は
米
国
案
提
出
の
潟
め
、
支
那
に
赴
く
の
詮
弐
十
一
月
我
闘
に
立
寄
り
、
国
際
信
替
委
員
舎
に
於
て
決
議
し
た
る

清
岡
幣
制
改
革
案
に
つ
き
我
閣
の
同
意
を
求
め
た
。
之
に
封
し
我
閣
の
意
向
は
大
胆
胞
に
於
て
一
致
し
た
も
の

L
ゃ
う
で
あ
る
。

此
年
露
園
駐
在
公
使
胡
維
徳
の
金
本
位
制
採
用
に
閲
す
る
建
議
あ
り
、
支
那
の
同
情
に
趨
せ
や
と
の
反
封
あ
り
し
も
、
戸
部
に
於
て
は

そ
の
設
に
動
か
さ
れ
、
金
本
位
を
最
も
麺
営
な
り
と
し
、
先
づ
準
備
を
豊
富
に
し
て
金
貨
の
流
通
を
期
す
べ
き
計
書
を
立
つ
る
に
至
っ
た

E
稿
せ
ら
る
L
が
、
其
の
結
果
幾
何
の
金
準
備
を
詩
し
得
た
る
や
は
知
る
こ
と
を
得
た
い
。

一
九

O
四
年
以
後
の
事
情
は
自
ら
具
る
も
の
が
あ
る
。
蓋
し
一
九

O
一
年
よ
り
急
落
の
傾
向
を
示
し
た
銀
塊
相
場
は
、
此
年
に
入
る
と

共
に
漸
次
騰
貴
の
傾
向
を
一
部
し
始
め
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
一
九

O
七
年
ま
で
績
い
た
。
こ
の
時
に
際
し
従
来
金
魚
替
本
位
を
採

っ
て
ゐ
た
諮
問
、
例
へ
ば
比
律
賓
、
海
峡
殖
民
地
、
遺
羅
、
墨
西
可
一
円
は
銀
貨
の
流
出
よ
り
生
や
る
通
貨
牧
縮
の
難
闘
に
直
面
し
た
。
こ
a
h

に
於
て
か
此
等
の
諸
園
は
、
或
は
金
魚
替
本
位
制
を
慶
し
て
金
本
位
に
進
み
、
或
は
銀
貨
を
改
鋳
L
て
之
に
封
抗
し
た
。
支
那
は
こ
の
銀

中
華
民
図
符
制
改
草
問
題
の
経
過

二
O
九



東
京
商
科
大
事
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究
年
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商
率
研
究
第
一
一
旗

。

塊
相
場
の
騰
貴
に
よ
り
、
久
し
く
悩
ま
さ
れ
て
来
た
話
替
の
下
落
に
件
ふ
経
済
的
打
撃
よ
り
菟
る
L
こ
と
を
得
た
。
従
っ
て
こ
の
事
責
が

同
園
幣
制
改
革
の
潮
流
に
影
響
し
た
る
こ
と
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
く
、
営
時
同
園
朝
野
の
聞
に
論
議
せ
ら
れ
た
改
革
案
な
る
も
の
は
、
殆
ん

E
根
底
に
於
て
銀
本
位
を
採
る
べ
し
と
す
る
設
で
あ
っ
て
、
た
ピ
そ
の
単
位
を
如
何
に
す
る
か
ピ
論
議
の
中
心
賄
で
あ
っ
た
。

一九
O
四
年
(
光
緒
三

O
年
)

月

ゼ
ン
グ
ス
教
授
支
那
に
若
し
、
清
国
政
府
に
幣
制
僚
議
を
提
出
し
た
。
彼
は
財
政
庭
と
討
議
す
る
に
先
だ
ち
、
支
那
の
主
要
な

る
商
業
都
市
並
に
内
地
各
符
を
訪
ね
て
現
賓
の
通
貨
蹴
態
を
研
究
す
る
所
が
あ
っ
た
。
ゼ
ン
ク
ス
教
授
の
提
出
し
た
る
米
岡
笑
な
る
も
の

は
支
那
を
し
て
金
持
替
木
枕
制
を
採
用
せ
し
め
、
之
を
開
港
場
及
び
附
近
の
地
域
を
劃
し
て
賓
施
し
、
以
て
潟
替
相
場
の
特
捜
動
よ
り
来
る

貿
易
上
並
に
賠
償
金
支
錦
上
の
不
利
益
を
除
去
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
の
立
案
は
皐
問
的
債
値
に
富
み
た
り
と
睡
も
、
そ
の
着
服
黙

専
ら
封
外
的
関
係
に
偏
侍
し
、
内
地
経
済
航
態
を
顧
慮
せ
ざ
る
も
の
た
り
と
し
て
、
関
内
各
方
面
よ
り
具
論
百
出
し
た
。
そ
の
最
も
願
著

た
る
も
の
は
湖
債
締
替
張
之
洞
の
反
封
で
あ
っ
て
‘
直
隷
締
替
安
世
凱
が
之
を
支
持
し
た
。

七
月

張
之
洞
は
ゼ
ン
グ
ス
教
授
の
提
起
し
た
る
中
岡
幣
制
僚
議
に
反
野
す
る
上
奏
を
し
た
。
そ
の
論
期
は
三
つ
あ
る
。

一
、
外
国
人

の
玉
泉
司
。
。
ロ
宵
0
出
足
を
招
持
す
る
こ
と
の
不
得
策
な
る
こ
と
、
二
、
中
園
は
金
の
蓄
積
多
か
ら
や
、
金
鏑
も
亦
少
く
、
金
本
位
を
採

用
す
る
も
需
給
遁
A
口
す
る
能
は
ざ
る
こ
と
、
三
、
中
閣
は
銀
銅
並
用
の
習
慣
あ
り
、
公
私
と
も
に
従
来
銀
雨
を
多
く
用
ゆ
る
の
習
慣
が
あ

る
、
故
に
銀
本
位
制
を
採
用
す
る
を
以
て
得
策
と
す
る
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
同
よ
り
そ
の
論
述
中
に
は
米
岡
案
に
封
す
る
数
多
の
-
読
解
を

合
む
と
雌
も
、
ま
た
支
那
の
情
勢
に
鑑
み
て
一
概
に
排
斥
し
得
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
清
岡
政
府
は
そ
の
上
奏
に
よ
り
、
米
間
集
を
採
用
せ

ぎ
る
こ
と
に
決
定
し
た
ゃ
う
で
あ
る
。
米
園
案
に
反
封
し
、
先
づ
銀
本
位
を
以
て
幣
制
を
統
一
す
る
を
利
採
と
す
る
も
の
に
北
京
英
園
公



使
館
附
貿
易
事
務
官
ゼ
ミ
-
ス
ン

h
・

4
・

LFH民
2
0ロ
の
批
評
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
見
は

H
W吋
山
広
即
日
H

同

)SHOBmvmop一ロ九戸

。。星回目
p]司

HH合
唱
。
一
民
日
吋
O円冊目的ロパ門
E
向
。
。
時
。
r
E
P
F
H
H
。。ω
に
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

張
之
洞
は
更
に
底
千
一
雨
銀
貨
を
試
錯
し
、
幣
制
劃
一
に
着
手
せ
ん
こ
と
を
奏
請
し
た
が
、
こ
の
上
奏
は
朝
廷
の
採
用
す
る
所
と
な
っ

た。
j¥ 

月

ゼ
ン
グ
ス
教
授
は
支
那
を
去
る
に
先
ち
支
那
新
貨
幣
制
度
の
考
察
。
c
g
H
r
g岱。
g
c
p
p
Z
0
4司

]
H
H
o
g
g
q
a
3
g
B
F円

。
E出
myz・
同
・

5
0酔
な
る
小
冊
子
を
護
表
し
た
が
、
そ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
先
に
護
表
し
た
る
支
那
新
貨
幣
制
度
覚
書
同
市
田
守

E出
臼
p

。
ロ
ロ
ザ
向
。
巧
出
。
H
H
O
S
4
3£
g
g
F円
。

E
E
W
E
R
-
が
徐
り
に
簡
潔
に
す
ぎ
た
る
た
め
、
支
那
人
間
に
誤
解
を
生
じ
、
叉
提

起
さ
れ
た
る
多
く
の
駈
に
つ
き
詳
細
た
る
議
論
を
要
求
せ
ら
れ
た
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九

O
五
年
(
光
緒
三
一
年
〉

j¥ 
月

財
政
庭
及
び
戸
部
よ
り
幣
制
改
革
案
を
上
奏
し
た
が
、
そ
れ
は
十
筒
僚
の
貨
幣
整
理
規
則
と
八
筒
保
の
天
津
銀
銭
締
庇
章
程
と

よ
り
な
る
。
之
に
封
し
て
は
二
十
二
日
裁
可
が
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
に
よ
れ
ば
鋳
造
機
関
及
び
鋳
式
の
統
一
を
困
る
と
共
に
、
金
銀
銅

三
種
の
貨
幣
を
作
り
、
名
け
て
大
清
金
幣
、
大
帝
銀
幣
、
大
清
銅
幣
と
す
る
こ
と
に
定
め
た
が
、
官
時
濫
費
の
弊
に
陥
り
た
る
銅
貨
の
査

目
、
品
位
を
決
定
せ
る
の
み
に
し
て
金
銀
貨
に
及
ぼ
歩
、
之
を
後
日
の
研
究
の
結
果
に
譲
る
こ
と
L

し
、
銅
貨
の
鋒
遣
の
み
を
試
み
る
こ

と
L
し
た
。

十
一
月

更
に
財
政
庭
及
び
戸
部
よ
り
上
奏
す
る
所
あ
り
、
そ
れ
に
依
れ
ば
.
前
述
の
規
定
は
内
地
に
金
塊
の
蓄
積
乏
し
く
、
従
っ
て

金
貨
を
流
通
せ
し
む
る
こ
と
は
銀
銅
を
普
通
に
使
用
す
る
支
那
に
於
て
速
か
に
望
む
こ
と
を
得
た
い
。
由
っ
て
金
貨
の
錆
遁
を
停
止
す
る

中
華
民
図
幣
制
改
掌
問
題
の
経
過



東
京
商
科
大
間
学
研
究
年
報

商
山
学
研
究
第
一
一
統

一一
一一

E
共
に
、
庫
千
一
雨
銀
貨
を
本
忙
貨
と
す
る
銀
本
位
設
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
十
九
日
之
が
上
論
下
る

Q

営
時
清
園
政
府
に
於
て
は
、
幣
制
改
革
に
闘
し
、
相
営
に
堅
い
決
心
を
有
し
、

一
般
の
情
勢
も
亦
漸
く
そ
れ
に
向
っ
て
動
き
つ
L
あ
っ

た
如
く
で
あ
る
が
、

一
九

O
六
年
(
光
緒
三
二
年
〉
官
制
の
改
革
あ
り
、
財
政
底
は
陵
せ
ら
れ
、
戸
部
を
改
め
て
度
支
部
と
な
し
、
財
政

虚
の
事
務
は
こ
L

に
於
て
掌
ら
れ
る
こ
と
L

な
っ
た
。
又
部
長
の
交
法
あ
り
て
、
意
見
の
一
設
を
依
ぐ
等
、
中
央
部
に
と
か
く
の
動
揺
が

あ
っ
た
。
而
し
て
各
省
替
撫
は
従
来
既
に
七
銭
二
分
銀
元
を
使
用
し
つ
L
あ
る
を
以
て
、

一
一
同
銀
貨
を
鋳
遣
す
る
は
不
便
が
あ
る
と
し
て

反
封
し
、
之
に
加
へ
て
、
湖
北
省
に
於
て
は
曇
に
鋳
遁
し
た
る
雨
銀
貨
の
流
通
面
白
か
ら
や
ノ
、
同
牧
熔
解
を
行
ふ
の
事
賓
が
あ
っ
た
。
設

に
於
て
政
府
は
成
議
を
援
し
、
銀
元
の
制
度
に
改
め
た
。

一
九

O
七
年
(
光
緒
三
三
年
)

月

駐
英
公
使
注
大
捷
は
金
本
位
制
採
用
の
建
議
を
た
し
た
る
が
、
度
支
部
は
之
を
賓
施
す
る
こ
と
の
到
底
不
可
能
な
る
を
認
め
、

金
需
替
木
位
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
蓋
し
清
閣
は
先
に
日
英
米
通
商
僚
約
に
於
て
、
幣
制
改
革
の
こ
と
を
約
し
な
が
ら
、
徒

に
時
日
を
謹
延
し
て
そ
の
費
を
事
ぐ
る
に
至
ら
ざ
る
を
以
て
、
外
交
官
の
多
く
は
そ
の
急
を
促
す
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
之
も
そ
の
一
端

の
現
れ
と
一
耳
ふ
べ
き
で
あ
る
。

月

度
支
部
よ
り
七
銭
二
分
銀
貨
試
錆
の
奏
請
を
た
し
た
υ

七
月

銀
幣
分
雨
成
色
章
程
を
制
定
し
、

一
元
銀
貨
重
量
七
銭
二
分
、
純
分
九

O
O位
を
以
て
本
位
貨
と
す
る
こ
と
与
な
っ
た
。
之
に

よ
り
雨
本
位
制
は
覆
さ
る
L

に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
聞
も
た
く
単
位
問
題
は
再
燃
し
た
。

十
一
月

二
十
六
日
上
誌
に
よ
り
、
銀
岡
本
位
設
と
銀
国
本
杭
設
の
可
否
に
つ
き
各
省
替
擦
に
封
し
諮
詞
す
る
所
あ
り
、
上
論
降
下
後



二
筒
月
間
に
各
省
よ
り
弐
の
如
く
覆
奏
が
あ
っ
た
。

銀
雨
設
に
賛
す
る
も
の
{
鰹
一
川
吋
…
?
昭
一
本
位
食
一
詑

悶
銀
設
に
賛
す
る
も
の
(
七
銭
二
分
本
位
賃
設
八
省

戸
七
銭
本
位
賃
設
一
省

七
省

同
者
併
用
本
位
設
に
賛
す
る
も
の

省

印
ち
銀
雨
設
を
以
て
多
敷
設
と
す
る
に
至
っ
た
。

一九

O
八
年
(
光
緒
三
四
年
)

月

度
支
部
は
斯
か
る
多
数
論
に
反
し
て
、
同
銀
が
商
民
の
習
慣
及
び
流
通
に
遁
す
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
共
の
鋳
遣
を
上
奏
し
、

併
せ
て
幣
制
調
奇
同
を
設
立
し
て
幣
制
改
革
の
準
備
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
奏
請
し
た
。
廿
六
日
之
が
上
論
下
る
、
同
時
に
朝
廷
は
合
議
政

務
底
資
政
院
総
裁
等
協
同
し
て
審
議
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。

八
月

遣
米
特
命
大
使
唐
招
儀
よ
り
、
保
約
履
行
の
た
め
速
か
に
銀
本
位
の
下
に
幣
制
改
革
を
断
行
す
ぺ
き
こ
と
を
懲
湿
し
来
る
。

九
月

合
議
政
務
虚
は
始
め
て
費
政
院
E
舎
同
し
、
本
位
問
題
に
封
し
て
は
銀
を
、
翠
位
問
題
に
つ
い
て
は
雨
を
採
用
し
、
以
て
銀
銅

各
種
を
補
助
貨
と
な
さ
ば
制
度
精
密
、
流
通
便
利
な
る
旨
を
覆
奏
し
た
。

十
月

五
日
右
の
覆
奏
に
封
し
て
上
論
下
る
。

斯
く
て
久
し
く
論
議
そ
ら
れ
た
る
木
位
、
単
位
純
分
等
の
諸
問
題
は
一
醸
の
解
決
を
見
、
或
は
そ
の
具
現
を
見
る
か
の
欣
態
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
数
日
た
ら
や
し
て
、
光
緒
帝
西
太
后
崩
じ
、
政
府
は
交
悲
し
た
る
詰
め
、
奏
集
論
旨
亦
悉
く
鹿
止
せ
ら
る
L

の
運

命
に
逢
着
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

中
華
民
閥
符
問
改
草
問
題
の
経
過



東
京
商
科
大
串
研
究
年
報

商
皐
研
究
策
一
扮

二
一
四

清
朝
前
期
の
幣
制
改
革
は
斯
か
る
東
奔
西
走
の
栴
に
、
数
に
何
も
の
L

成
果
を
も
結
ぶ
こ
と
な
く
し
て
終
っ
た
の
で
あ
る
。

後

期

自
一
九

O
九
年
(
h
H
-

統
一
万
年
)
至
一
九
一
一
年
(
宣
統
三
年
〉

一
九

O
九
年
(
宣
統
一
克
年
)

月

度
支
部
は
合
議
政
務
庭
の
決
議
を
経
て
幣
制
調
査
局
を
設
け
ん
こ
と
を
上
奏
し
た
。

二
月

十
二
日
盛
宣
懐
は
一
雨
銀
貨
と
同
時
に
七
銭
二
分
の
元
銀
貨
を
鋳
遣
し
、
相
共
に
本
位
貨
た
ら
し
む
る
の
折
衷
案
を
上
奏
し
た
。

四
月

六
日
上
識
あ
り
、
度
支
部
の
上
奏
に
従
ひ
幣
制
調
茶
局
の
設
置
及
暫
時
銀
貨
の
信
遣
を
允
許
し
た
。

八
月

張
之
洞
の
渡
し
た
こ
と
は
銀
岡
本
位
論
者
に
と
り
一
大
打
撃
た
る
を
失
は
な
か
っ
た
。

一
九
一

O
年
(
宣
統
二
年
)

四
月

十
五
日
度
支
部
よ
り
幣
制
則
例
を
上
奏
し
同
日
上
論
下
る
。
之
に
依
れ
ば
、
中
園
貨
幣
の
単
位
を
固
と
名
づ
け
、
暫
く
銀
を
以

て
本
位
と
友
す
。

一
回
を
以
て
主
幣
と
た
し
、
共
の
量
目
七
銭
二
分
、
品
位
一

O
分
の
九
、
別
に
五
角
、
二
角
五
分
、

一
角
の
三
種
の
銀

貨
幣
及
び
五
分
の
白
銅
貨
を
語
り
、
又
二
分
、

一
分
、
五
臣
、

一
一
肢
の
同
種
の
銅
貨
を
語
り
て
之
を
補
助
貨
と
す
る
o

閲
角
4
4
既
各
十
を

以
て
進
む
と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
。
是
れ
費
に
同
閣
に
於
け
る
最
初
の
完
備
せ
る
統
一
的
貨
幣
法
と
稿
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

猶
ほ
奮
貨
幣
の
底
分
に
就
き
で
は
度
支
部
よ
り
別
に
上
奏
す
る
所
あ
り
、
新
貨
幣
蛮
行
の
各
省
に
於
て
は
暫
く
嘗
貨
幣
は
市
場
相
場
に

よ
り
て
通
用
せ
し
め
、

一
方
市
慣
に
よ
り
て
逐
弐
回
収
し
て
新
貨
幣
に
改
鋳
し
、

一
定
期
間
を
経
て
殿
貸
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。

冊
し
て
こ
の
規
定
も
奮
貨
幣
の
取
扱
に
闘
す
る
最
初
の
も
の
に
し
て
、
そ
の
扶
黙
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
官
時
闘
民
の
所
有
せ
る
外
岡
銀
貨



の
底
分
に
つ
き
何
等
言
及
し
て
ゐ
な
い
と
一
五
ふ
こ
と
に
あ
る
。

j¥. 
月

幣
制
調
査
局
を
改
め
て
幣
制
局
と
な
し
、
貨
幣
制
度
を
管
理
す
る
の
機
閥
た
ら
し
め
た
。

一
九
一
一
年
(
宣
統
三
年
)

四
月

幣
制
改
革
に
関
す
る
上
論
下
り
、
そ
の
賀
行
基
金
と
し
て
一

O
百
寓
跨
の
所
謂
四
同
幣
制
借
款
を
締
結
し
、
十
五
日
之
が
調
印

を
絶
っ
た

Q

清
岡
政
府
五
分
利
付
幣
制
改
革
基
金
公
債
と
稿
す
る
も
の
即
ち
之
れ
で
あ
る
。
而
し
て
之
が
用
詮
は
そ
の
七
割
を
幣
制
改
革

費
に
、
そ
の
三
割
を
束
三
省
賓
業
費
に
充
山
口
同
す
る
こ
と
に
規
定
さ
れ
た

U

こ
の
調
印
を
見
る
や
、
直
ち
に
人
を
倫
敦
に
減
し
て
、
四
国
の

幣
制
専
門
家
と
共
に
幣
制
に
関
す
る
討
議
を
鵠
さ
し
め
た
。

十
月

四
閣
と
の
協
約
に
基
き
幣
制
改
革
調
杏
一
顧
問
と
し
て
、
瓜
佳
銀
行
頭
取
グ
ィ
ヴ
サ
リ
ン
グ
同
)
円

-c・
4
U担
市
民
ロ
∞
を
任
命
し
た
υ

然
る
に
十
月
九
日
武
昌
に
革
命
が
勃
習
し
た
。
ι
口
同
時
幣
制
改
革
の
中
心
人
物
た
り
し
、
盛
宜
懐
は
期
乱
を
誘
登
せ
し
E
頭
な
り
と
見
倣

さ
れ
、
弾
劾
を
受
く
る
に
至
り
た
れ
ば
、
漸
く
身
を
以
て
遁
る
L

の
悲
運
に
遭
遇
し
た
。
斯
く
て
政
局
は
費
繭
押
し
て
幾
多
の
曲
折
あ
り
新

幣
制
の
賓
施
も
亦
中
止
せ
ら
れ
、
四
囲
借
款
亦
己
む
な
く
そ
の
賓
行
を
謹
延
し
、
該
幣
制
は
革
命
後
再
議
を
要
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。
越

へ
て
、
宣
統
四
年
(
一
九
一
二
年
)
二
月
十
二
日
宣
統
帝
退
位
し
、
翌
十
三
日
共
和
政
悟
樹
立
の
上
論
下
る
。
斯
く
し
て
清
朝
滅
び
て
、

同
園
幣
制
改
革
の
運
動
に
も
一
段
階
を
劃
す
る
に
至
っ
た
。

第
二

中
華
民
国
成
立
後
の
幣
制
改
革
問
題

中
華
民
岡
航
市
制
改
掌
問
題
の
経
過

」一一玉



東
京
商
科
大
曲
学
研
究
年
報

商
皐
研
究
第
一
裁

一一一
...L.. 
ノ、

囚

前

期

自
一
九
一
二
年
(
民
間
元
年
)
至
一
九
二
七
年
(
民
国
二
ハ
年
)

支
那
の
貨
幣
紙
態
は
革
命
の
後
を
受
け
て
、
益
々
、
悪
化
す
る
に
至
っ
た
。
即
ち
中
央
政
府
及
び
各
省
政
府
は
革
命
の
前
後
に
於
て
、

軍
費
及
び
行
政
費
の
不
足
を
補
は
ん
が
た
め
に
、
そ
の
財
源
を
紙
幣
の
蛮
行
に
求
め
、
盛
ん
に
濫
殻
を
行
っ
た

G

之
れ
財
政
の
窮
之
に
顛

む
も
の

L
動
も
す
れ
ば
採
る
に
傾
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
営
時
蛮
行
せ
ら
れ
た
る
紙
幣
の
総
額
は
同
よ
り
之
を
五
確
に
知
る
こ
と
を
得
ぎ
れ

ど
も
、
各
省
の
官
帖
の
み
に
で
も
約
一
億
三
千
寓
元
と
稿
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
結
果
紙
幣
の
債
格
は
著
し
く
低
落
し
、
殊
に
蹟
束
、
四

川
、
湖
南
、
東
三
省
等
に
於
て
は
そ
の
程
度
は
著
し
か
っ
た
。
例
へ
ば
重
度
に
於
て
は
名
目
債
格
の
六
割
九
分
に
下
落
し
、
庚
東
に
於
て

は
一
元
僅
か
に
三
角
四
分
、
黒
龍
江
省
官
帖
の
如
き
、
額
面
慣
格
の
三
割
に
ま
で
暴
落
し
た
。
他
方
銀
貨
銅
元
の
鐸
遣
は
依
然
と
し
て
檎

績
せ
ら
れ
、

一
九
一
一
年
の
革
命
の
年
に
於
て
さ
へ
、
天
津
、
南
京
、
武
昌
、
成
都
、
雲
甫
府
、
奉
天
、
及
び
債
東
に
於
て
鋳
遁
せ
ら
れ

た
る
高
は
二
、
六

O
O
千
跨
に
達
す
る
と
一
耳
は
れ
て
ゐ
る
。

斯
く
の
如
き
通
貨
欣
態
の
混
乱
は
、
経
済
界
を
撹
乱
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
通
貨
整
理
の
必
要
、
責
に
切
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
斯
く

て
革
命
政
府
に
於
て
も
、
幣
制
改
革
問
題
を
考
究
す
る
鴬
め
に
、
比
例
朝
政
府
に
倣
っ
て
濁
立
の
一
局
を
創
設
せ
ん
と
し
た
が
参
議
院
の
否

決
に
遇
ひ
、
己
む
た
く
財
政
部
内
に
一
課
を
設
け
て
此
等
に
関
す
る
調
査
を
遂
行
せ
し
む
る
こ
と
L

し
た
。

一
九
一
二
年
(
民
園
元
年
)

九
月

東
京
交
換
所
は
支
那
貨
幣
制
度
に
封
す
る
改
革
意
見
の
草
案
を
作
成
し
た
が
、

一
般
に
公
表
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
支
那
全
開
を
通
じ
て
統
一
的
制
度
を
施
行
す
る
に
は
困
難
あ
る
を
以
て
、
先
づ
園
際
鴬
替
の
梓
責
を
期
す
る
こ
と
を
改
革
の
第



一
歩
と
な
し
、
支
那
を
し
て
弐
の
如
き
制
度
を
貴
行
せ
し
む
る
と
一
式
ふ
の
で
あ
る
。

一
、
政
府
は
主
と
し
て
開
港
場
の
取
引
に
充
つ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
金
貨
を
鋸
遣
し
、
且
つ
之
と
先
換
せ
ら
る
べ
き
紙
幣
を
蛮
行
す

る
こ
と
。

二
、
右
の
金
貨
並
に
紙
幣
に
は
法
貨
の
資
格
を
附
興
す
る
こ
と
o

三
、
海
開
税
の
納
入
は
必
や
右
の
金
貨
又
は
紙
幣
を
以
て
せ
し
む
る
こ
と
。

四
、
金
貨
は
二

O
、

一
O
並
に
五
元
の
三
種
と
た
し
、
品
位
は
九

O
O位
、
目
章
一
目
は
一
元
に
付
三
了
八
六

O
四
グ
レ
イ
ン
と
す
る
こ

と
五
、
紙
幣
は
一

0
0、
二

O
、

一
O
、
五
及
び
一
元
の
五
種
と
す
る
こ
と
。

六
、
純
金
を
政
府
に
輪
納
す
る
者
に
は
一
一
・
五
七
四
三
グ
レ
イ
ン
に
付
一
元
の
割
合
を
以
て
金
貨
又
は
紙
幣
を
交
付
す
る
こ
と
。

七
、
政
府
は
祇
幣
賀
行
額
に
封
し
て
二
分
の
一
以
上
の
金
貨
又
は
金
地
金
を
先
換
準
備
と
す
る
こ
と
。

八
、
政
府
は
小
取
引
の
用
に
供
す
る
た
め
‘
数
種
の
銀
貨
を
蛮
行
す
る
こ
と
、
但
し
此
銀
貨
は
首
分
の
内
、
三
筒
月
を
期
し
て
改
定
す

る
公
定
相
場
に
よ
り
閏
庫
に
牧
納
す
る
こ
と
。

九
、
現
在
流
通
す
る
銀
錠
、
内
外
岡
銀
貨
は
官
分
の
内
三
筒
月
を
期
し
て
改
定
す
る
公
定
相
場
に
よ
り
閑
庫
に
収
納
す
る
こ
と
。

十
、
大
総
統
直
轄
の
特
別
官
街
を
設
け
本
制
度
貴
行
の
任
に
賞
ら
し
め
、
且
つ
特
別
の
監
督
機
闘
を
設
く
る
こ
と
。

十
一
、
本
制
度
施
行
の
た
め
外
園
借
款
を
な
す
場
合
に
は
、
債
楳
闘
代
表
者
を
し
て
前
項
の
監
督
機
闘
に
参
加
せ
し
む
る
こ
と
。

と
の
草
案
は
未
だ
表
面
的
な
る
意
義
を
有
す
る
に
至
ら
十
し
て
絶
っ
た
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
が
、
幣
制
借
款
の
問
題
と
共
に
、
我
闘
に
於

中
華
民
国
幣
制
改
草
問
題
の
経
過

七



東
京
商
科
大
事
研
究
年
報

商
皐
研
究
第
一
一
旗

二
一
八

て
も
熱
心
に
討
究
せ
ら
れ
つ
L

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

十
月

幣
制
委
員
舎
設
置
せ
ら
れ
、
章
{
一
万
元
そ
の
委
員
長
に
任
命
せ
ら
る
、
設
委
員
舎
は
ヴ
ィ
ヴ
サ
リ
ン
グ
及
び
ロ
ヱ
ス
ト
巴
『
・
国
-
k
p
・

H
H
C
O
E
丹
の
援
助
を
得
て
、
十
二
月
に
至
る
ま
で
に
三
十
八
同
の
合
議
を
聞
き
、
銀
行
制
度
に
関
し
て
討
議
し
た
る
場
合
を
除
い
て
、
他
は

悉
く
之
を
幣
制
問
題
に
費
し
た
と
稽
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
討
議
の
結
果
決
定
を
見
た
こ
と
の
眼
目
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
金
銭
杯
本
位
を
採
用
す
る
こ
と
。

二
、
金
草
枕
は
新
銀
貨
に
依
り
て
代
表
せ
し
む
る
こ
と
。

三
、
金
準
備
の
額
は
篤
替
資
金
、
外
岡
偵
償
還
、
園
際
勘
定
決
済
を
以
て
限
度
と
す
る
こ
と
。

四
、
名
目
貨
幣
の
良
債
と
公
稿
慣
絡
と
の
割
合
は
費
語
、
鋒
解
を
防
ぐ
に
H
A
る
と
共
に
高
低
能
く
共
中
庸
を
選
ぶ
こ
と
。

思
ふ
に
ヴ
ィ
ザ
サ
リ
ン
グ
は
就
職
間
も
な
く
革
命
の
費
に
遁
ひ
た
る
を
以
て
、
貨
幣
流
通
の
貫
情
に
闘
し
充
分
な
る
閥
察
を
途
ぐ
る
を
得

歩
、
主
と
し
て
従
来
提
唱
せ
ら
れ
た
る
各
種
の
改
革
に
某
き
、
そ
の
共
同
研
究
者
た
る
ロ
エ
ス
ト
と
共
に
、
前
記
幣
制
委
員
舎
と
討
議
を

重
ね
て
研
究
し
た
。
而
し
て
そ
の
結
果
は
同
年
末
、
支
那
の
浦
一
貨
に
就
て
。
出
合

E
E回
目
。
ロ
尾
市
出
。
匂

lp岳
E
5
4
害
白
馬
町
田
与
c
己

po
出。回曲作
BaU『
民
主

2
宮

古

C
F山口
M
H
M
H
w
m
H
S
4
g
u
5
5

な
る
著
書
を
以
て
護
表
せ
ら
れ
た
。
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
支

那
に
最
も
摘
営
な
る
本
位
は
金
魚
替
本
忙
な
る
も
、
直
ち
に
之
を
費
施
す
る
は
そ
の
園
情
の
許
さ
ざ
る
所
な
る
を
以
て
、
暫
く
銀
木
位
及

び
金
魚
替
本
位
を
並
用
す
べ
し
と
一
五
ふ
に
あ
る
。

一
九
二
二
年
(
民
間
二
年
〉

月

ロ
エ
ス
ト
博
士
奉
天
に
於
て
孜
す
、
中
園
政
府
再
び
グ
ィ
ヴ
サ
リ
ン
グ
に
詩
ひ
て
名
春
顧
問
と
し
た
。



二
月

改
め
て
大
網
統
令
を
以
て
幣
制
委
員
舎
を
特
設
し
た
。
詳
細
に
討
議
し
た
結
果
三
説
を
生
じ
た
。
印
ち
、

一
一
ば
ゼ
ン
ク
ス
の
金

震
替
本
位
設
に
し
て
、
二
は
、
金
銀
問
本
位
暫
行
詰
(
ヴ
ィ
ザ
サ
リ
ン
グ
の
説
と
大
同
小
異
)
で
あ
り
、
而
し
て
第
三
品
は
先
行
銀
本
位
説

〈
前
清
の
奮
議
)
で
あ
る
。
而
し
て
同
年
秋
に
王
り
委
員
舎
を
慶
し
て
共
の
議
を
園
務
合
議
に
移
l
、
遂
に
純
粋
銀
本
位
制
を
取
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
共
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
金
銭
替
本
位
は
従
来
数
多
の
殖
民
地
に
貫
施
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
も
、
母
同
の
援
助
を

得
難
き
支
那
の
如
き
は
全
く
事
情
を
異
に
し
、
外
国
詩
替
の
均
衡
を
維
持
せ
ん
が
需
め
に
、

E
額
の
震
替
資
金
宇
一
外
岡
市
場
に
存
置
す
る

も
.
諸
外
園
の
魚
替
市
場
を
支
配
す
る
こ
と
不
可
能
な
れ
ば
、
共
思
津
を
蒙
る
以
前
に
於
て
、
既
に
取
引
上
に
障
砕
を
惹
起
す
べ
き
を
以

て
、
本
制
度
を
不
遁
蛍
と
認
め
る
o

果
し
て
然
ら
ば
今
支
那
に
於
て
考
慮
す
べ
き
唯
一
の
も
の
は
銀
本
位
あ
る
の
み
と
一
疋
ふ
の
で
あ
る
。

謂
ゆ
る
新
定
園
幣
僚
例
理
白
書
に
は
、
銀
本
位
採
用
の
理
由
、
六
銭
四
分
八
回
を
用
ひ
て
償
格
車
位
と
た
す
理
由
、
補
助
貨
幣
の
貴
日
口
同

位
を
低
減
し
た
る
理
由
、
本
位
貨
幣
鋳
遣
の
要
求
に
臨
じ
且
つ
鋳
造
費
六
厘
を
徴
牧
す
る
理
由
、
従
前
官
局
所
が
鋳
造
し
た
る
一
元
銀
貨

を
暫
く
閤
幣
と
し
て
採
用
し
た
る
理
由
、
奮
補
助
貨
を
暫
く
市
慣
に
よ
り
て
流
通
せ
し
む
る
理
由
、
施
行
地
域
分
弐
第
の
理
由
等
を
詳
説

し
て
ゐ
る
。

一
九
一
四
年
(
民
岡
三
年
)

二
月

暴
に
幣
制
委
員
舎
に
於
て
議
定
せ
ら
れ
た
る
園
幣
依
例
〈
十
三
筒
保
)
と
同
施
行
細
則
〈
十
一
筒
僚
〉
と
は
八
日
の
大
総
統
令

に
依
り
公
布
せ
ら
れ
た
。

月

幣
制
局
設
置
せ
ら
れ
、
梁
砕
超
之
が
総
裁
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
外
偵
を
借
り
て
幣
制
の
整
理
を
錦
さ
ん
こ
と
を
議
し
た
る
も
、
偶

K

欧
洲
戟
争
起
り
て
借
款
の
望
み
は
絶
え
た
。
梁
砕
超
の
官
時
に
於
け
る
意
見
を
窺
ふ
ぺ
者
資
料
と
し
て
は
共
著
「
余
之
幣
制
金
融
政

中
華
民
国
管
制
改
草
問
題
の
経
過

:7L 



商
血
中
研
究
第
一
統

策
」
あ
り
、
之
が
抜
奉
は
金
園
賓
の
前
担
書
二
六
|
八
頁
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

東
京
商
科
大
事
研
究
年
報

二
二

O

十
二
月

二
十
七
日
幣
制
局
裁
撒
せ
ら
る
、
そ
の
理
由
と
す
る
所
は
欧
側
大
職
の
た
め
幣
制
改
革
も
望
み
少
く
た
り
し
に
依
る
。

一
九
一
五
年
(
民
閑
四
年
)

月

財
政
部
は
再
び
幣
制
委
員
舎
を
設
け
、
岡
幣
僚
例
修

E
渠
を
議
定
す
。
そ
の
中
の
要
鮎
と
し
て
弐
の
二
つ
を
皐
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。

一、

一
元
銀
貨
の
成
色
の
改
定
、
二
、
更
に
金
貨
の
鋳
遺
是
で
あ
る
が
、
同
よ
り
賀
行
の
可
能
性
な
き
も
の
な
る
こ
と
は
云
ふ
ま

で
も
な
い
。

此
の
年
ワ

1
グ
ル
の
支
那
の
通
貨
及
銀
行
業
m
山
岳
民
4
S
H
F
-
者
諸
島
。
H
L
H
V

晶
君
。
E
e
H
D出
品
自
白
出
向
世
田
]
岡
山
出
向

w
a
r
s
∞，rp日
出
づ
、

こ
の
書
は
轡
き
に
殻
表
せ
ら
れ
た
る
支
那
の
財
政
出
回

P
5∞
宮
。

zzの
蹟
篇
と
も
稽
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
示
さ
れ
た

ヮ
ー
が
ル
の
支
那
幣
制
改
革
意
見
並
に
銀
行
改
革
意
見
(
伎
は
貨
幣
制
度
及
び
銀
行
制
度
の
改
革
は
不
可
分
的
に
同
時
に
行
は
る
べ
き
こ

と
を
強
調
す
る
)
は
弐
の
如
く
要
約
す
る
こ
と
を
得
る
。

一
、
幣
制
改
革

組
て
念
激
な
る
鮭
柄
上
の
費
革
は
避
く
ぺ
く
、
寧
ろ
支
那
古
来
の
慣
習
を
傘
重
し
、
且
共
の
現
献
に
順
臨
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
而
し
て
、
支
那
の
幣
制
改
革
に
つ
き
唯
一
の
悶
難
な
る
貼
は
、
世
人
の
屡
k

唱
ふ
る
が
如
く
、
金
銀
比
債
の
費
動
に
あ
る
の

で
は
た
く
し
て
、
貴
に
内
閣
通
貨
の
不
統
一
な
る
黙
に
基
因
し
て
ゐ
る
。
故
に
幣
制
の
改
革
は
先
づ
内
閣
通
貨
の
統
一
よ
り
共
一
歩
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
て
共
の
改
革
の
第
一
段
と
し
て
先
づ
銀
本
位
を
採
用
し
、
上
海
南
を
以
て
支
那
の
皐
位
た
ら
し
む
る
に
あ
る
。

蓋
し
支
那
人
の
経
済
力
は
頗
る
貧
弱
に
し
て
、
補
助
銀
貨
さ
へ
も
、
尚
ほ
日
常
取
引
に
封
し
て
は
高
慣
に
過
ぐ
る
ほ
ど
で
あ
る
と
共
に
、

現
今
商
取
引
の
三
分
の
一
は
上
海
雨
を
使
用
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
内
園
通
貨
の
統
一
に
就
て
は
、
現
在
流
通
し
て
ゐ
る
貨
幣
の
統
一



に
重
き
を
置
き
、
銀
貨
を
賓
慣
貨
幣
と
す
る
と
共
に
、
銅
貨
は
締
て
補
助
貨
と
す
る
に
あ
る
。

二
、
銀
行
改
革

幣
制
改
革
に
は
貨
幣
の
媒
介
機
闘
た
る
銀
行
業
の
改
革
を
伴
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
銀
行
業
の
改
革
と
し
て

は
、
範
を
米
国
聯
邦
準
備
銀
行
の
制
度
に
保
り
、
会
闘
を
多
く
の
地
区
に
分
割
し
、
之
に
各
地
匝
銀
行
同
)
宮

Z
S
国
記
長
を
設
置
し
共

の
株
式
の
三
分
の
こ
は
や
田
該
地
直
内
の
内
地
銀
行
局
与
H
4
0

国
P

口
付
に
於
て
、
共
の
残
部
は
政
府
に
於
て
引
受
け
る
o

市
し
て
之
に
銀
行

雰
の
蛮
行
棋
を
奥
へ
、
園
庫
出
納
事
務
を
掌
ら
し
む
る
と
同
時
に
、
地
区
内
の
内
地
銀
行
に
封
し
親
銀
行
た
る
職
分
を
行
は
し
め
る
。
而

し
て
銀
行
穿
の
信
用
を
高
か
ら
し
む
る
詰
め
に
、
銀
行
穿
の
準
備
は
最
初
、
全
額
準
備
を
以
て
可
と
す
る
。
但
し
此
の
銀
行
に
は
決
し
て

外
園
詩
替
業
務
を
行
は
し
め
で
は
な
ら
ぬ
、
蓋
し
外
周
錦
替
業
務
は
投
機
的
性
質
を
帯
ぶ
る
こ
と
大
な
る
が
故
で
あ
る
、
と
云
ふ
に
あ

る。
園
幣
係
例
は
容
易
に
責
施
せ
ら
る
L
に
至
ら
や
ノ
、
叉
圏
内
の
擾
乱
に
よ
り
計
重
の
進
行
も
、
著
し
く
阻
止
せ
ら
る
L
も
の
が
あ
っ
た
が
、

爾
来
政
府
は
漸
く
通
貨
の
整
理
に
努
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
即
ち
活
幣
廠
を
整
理
し
、
或
は
新
銀
元
、
新
補
助
貨
を
一
部
の
地
方
に

蛮
行
し
、
或
は
中
闘
銀
行
内
に
貨
幣
交
換
所
を
設
け
、
或
は
中
園
交
通
雨
銀
行
に
紙
幣
蛮
行
の
楳
を
附
興
し
て
、
建
雰
制
度
の
集
中
主
義

を
と
り
、
叉
各
省
官
銀
行
班
管
理
章
程
を
改
訂
し
て
私
立
銀
行
に
も
遁
用
す
る
こ
と
L
し
、
以
て
紙
幣
の
濫
費
を
禁
止
せ
ん
と
試
み
た
。

更
に
紙
幣
取
締
僚
例
を
護
行
し
て
紙
幣
の
整
理
に
つ
と
め
、
又
一
部
の
地
方
に
千
市
、
官
銭
局
を
設
立
し
て
官
票
を
蛮
行
す
る
等
、
共
の

努
力
の
見
る
べ
き
も
の
決
し
て
砂
く
は
な
か
っ
た
。

斯
く
の
如
く
支
那
政
府
は
鋭
意
銀
木
位
制
の
一
下
に
幣
制
の
統
一
一
整
理
を
金
重
し
つ

L
あ
っ
た
が
、
欧
洲
戦
争
の
酎
な
る
と
共
に
銀
債
は

自
社
奔
騰
す
る
に
至
っ
た
。
之
に
加
ふ
る
に
民
間
六
年
同
閏
も
欧
例
叫
戦
争
に
参
加
し
て
よ
り
は
、
圏
医
事
件
に
よ
る
賠
償
金
の
五
ヶ
年
間
の

中
華
民
国
幣
制
改
草
問
題
の
終
過

一一一一一
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一一一一

償
還
延
期
、
及
び
調
填
の
依
務
約
五

O
百
寓
元
の
支
捕
を
停
止
す
る
こ
と
を
得
た
の
み
で
な
く
、
官
時
、
盤
投
及
び
閥
税
の
増
加
、
封
外

貿
易
の
好
況
等
の
話
め
、
支
那
は
財
政
整
理
を
話
す
と
共
に
、
所
有
の
銀
を
底
分
し
て
金
本
杭
制
採
用
の
準
備
を
翁
す
べ
き
絶
好
の
機
令

に
際
舎
し
た
。

一
九
一
七
年
(
民
園
六
年
)

七
月

梁
啓
超
の
財
政
組
長
と
な
る
や
、
営
時
の
情
勢
に
見
る
所
あ
り
て
、
幣
制
整
理
排
法
を
提
議
し
た
。
そ
の
犬
綱
は
尖
の
如
く
で

あ
る
。

一
、
民
間
三
年
の
悶
幣
僚
例
を
働
行
し
て
銀
貨
の
統
一
を
岡
る
、
二
、
紙
幣
を
整
理
し
て
軟
貨
の
完
善
を
闘
る
、
三
、
金
銭
を
殻

行
し
て
金
本
位
制
の
抽
出
備
と
な
す
、
と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
貴
行
を
期
す
る
が
話
め
に
、
目
、
英
、
悌
、
露
の
四
岡
銀
行
閣
に

幣
制
改
革
資
金
の
供
給
を
仰
が
ん
と
し
、
之
を
提
議
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
借
款
の
総
額
は
二

O
百
高
時
と
し
、
借
款
に
よ
る
全
牧
入

は
、
銀
貨
本
位
制
度
の
統
一
並
に
銀
行
府
知
の
市
慣
快
復
の
震
め
に
之
を
使
用
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

j¥. 
n 
二
十
八
日
日
本
銀
行
聞
は
凹
開
銀
行
闘
を
代
表
し
て
、
第
一
同
前
渡
金
一

O
百
南
元
を
引
渡
し
た
。

十
一
月

二
十
五
日
梁
偉
超
財
政
組
長
を
躍
す
。

一
九
一
八
年
(
民
困
七
年
)

月

支
那
政
府
は
財
政
顧
問
と
し
て
限
谷
芳
郎
男
骨
を
招
牌
せ
ん
と
し
た
、
而
し
て
同
列
は
先
づ
支
那
の
賓
情
視
察
を
名
と
し
て
支

那
に
赴
き
、
朝
野
の
名
士
と
意
見
の
交
換
を
話
す
所
が
あ
っ
た
。

八
月

財
政
組
長
曹
汝
震
は
大
継
続
に
叫
却
し
、
幣
制
整
理
に
闘
し
て
意
見
書
を
は
宅
一
読
し
た
。

ハ
八
月
十
二
日
政
府
公
報
所
牧
「
支
那
幣

制
整
理
に
闘
し
財
政
総
長
曹
汝
震
の
呈
請
せ
る
公
文
及
節
略
)
そ
れ
に
依
れ
ば
前
財
政
線
長
梁
枠
超
の
計
書
た
る
銀
貨
統
一
、
祇
幣
整
理
、



金
努
護
行
の
三
計
委
を
以
て
時
勢
に
誼
ム
口
す
る
最
善
の
策
た
り
と
し
、
之
を
遂
行
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。

十
日

金
努
僚
例
に
閲
す
る
大
綿
統
令
公
布
せ
ら
る
。

三
十
日

北
京
駐
在
日
、
英
、
悌
、
露
各
国
公
使
は
金
努
僚
例
に
つ
き
質
問
を
登
し
た
。
同
僚
例
は
公
布
の
日
よ
り
施
行
せ
ら
る
も
ふ
筈

た
り
し
も
、
遂
に
貴
行
を
見
守
し
て
能
っ
た
。
蓋
し
山
口
同
時
支
那
政
府
は
、
金
努
蛮
行
の
準
備
資
金
に
充
て
ん
が
鴛
め
、
朝
鮮
銀
行
よ
り
八

。
百
寓
国
を
借
款
ぜ
ん
と
し
た
が
、
内
外
の
反
封
激
し
か
り
し
こ
と
は
そ
の
一
因
で
あ
り
、
又
四
国
銀
行
圏
よ
り
金
努
保
例
の
殻
布
を
以

て
契
約
違
反
た
り
と
す
る
抗
議
が
提
出
さ
れ
た
か
ら
だ
と
稿
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
九
一
九
年
(
民
園
八
年
)

四
月

十
八
日
幣
制
局
は
銀
幣
統
一
瞬
法
の
賓
行
方
を
申
請
し
た
。

十
一
月

上
海
に
開
催
さ
れ
た
る
英
国
商
業
合
議
所
聯
合
舎
は
、
寵
豊
銀
行
上
海
支
庖
支
配
人
ス
テ
ィ
プ
ン
ス

m
g
Z
5
5
の
提
案
に

基
き
、
上
海
造
幣
廠
の
設
立
に
閲
す
る
支
那
政
府
へ
の
建
議
案
を
可
決
し
、
駐
支
英
園
公
使
ジ
ヨ
ル
ダ
ン

F
己
自
よ
り
之
を
支
那
政
府

に
提
出
し
採
用
方
を
勧
告
し
た
。
組
税
務
司
ア
グ
レ
ン

krEHB
及
び
支
那
政
府
政
治
顧
問
シ
ン
プ
ソ
ン
密
B
]
M
gロ
等
又
同
様
の
建
議

を
な
し
、
上
海
銀
行
公
舎
も
亦
上
海
遁
幣
戚
の
設
立
を
建
議
し
た
。
共
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
閤
家
幣
制
の
中
心
を
立
て
.
将
来
起
る

ペ
き
貨
幣
改
革
の
基
礎
を
築
か
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
市
し
て
上
海
に
遺
幣
版
を
設
立
す
る
は
.
同
地
が
全
園
金
融
の
中
心
.
銀

洋
の
集
散
地
な
る
に
由
る
、
叉
各
省
の
造
幣
蹴
は
そ
の
機
能
を
忘
れ
て
管
利
の
機
関
と
化
し
、
目
前
の
利
を
迫
ひ
、
到
底
金
融
市
場
の
調

節
作
用
を
行
ふ
こ
と
な
ど
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
航
態
た
り
し
が
た
め
で
あ
る
。

一
九
一
一
一
年
ハ
民
園
一

O
年
)

中
華
民
図
融
市
制
改
本
問
題
の
経
過
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四

二
日
上
海
謹
幣
廠
の
設
立
を
目
的
E
す
る
こ
・
五
百
寓
元
の
内
国
銀
行
圏
借
款
成
志
す
。
借
款
の
肘
迭
は
造
幣
庇
の
土
地
買
牧

建
設
費
及
び
機
器
購
入
費
に
充
蛍
す
る
に
あ
る
。
而
し
て
借
款
の
成
立
と
共
に
銀
行
固
は
財
政
組
長
及
び
幣
制
局
総
裁
に
封
し
遁
幣
制
度

月

並
に
造
幣
廠
の
維
持
に
闘
し
陳
情
書
を
呈
出
し
た
。

五
月

一
日
よ
り
四
日
に
豆
り
、
天
津
に
開
催
せ
ら
れ
た
る
第
二
同
銀
行
公
合
聯
合
舎
に
於
て
、
天
海
銀
行
公
舎
の
提
出
し
た
る
陳
詩

政
府
麿
雨
鴬
関
案
を
討
議
し
、
更
に
抗
州
銀
行
公
舎
の
提
出
し
た
る
提
議
改
結
審
幣
案
を
合
併
し
て
、
陳
請
政
府
整
理
幣
制
案
と
改
め
、

第
二
同
全
園
銀
行
公
舎
聯
合
舎
の
名
を
以
て
、
財
政
部
及
び
幣
制
局
に
請
願
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
u

印
ち
幣
制
の
改
革
、
少
く
と
も
幣

制
の
整
理
は
賢
く
一
般
の
要
望
す
る
と
こ
ろ
な
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
二
三
年
(
民
園
一
二
年
)

十
一
月

上
海
市
場
は
在
銀
の
梯
底
に
よ
り
恐
慌
航
態
に
陥
る
。
上
海
銀
行
公
舎
盛
竹
書
は
陵
雨
改
元
の
至
難
な
る
こ
と
を
認
め
、
過

渡
的
方
法
と
し
て
銀
洋
併
用
案
を
蛮
表
し
、
更
に
銀
行
公
舎
の
名
に
於
て
之
を
銭
業
公
舎
に
照
合
し
そ
の
賛
成
を
求
め
た
。

一
九
二
四
年
(
民
圏
一
一
二
年
)

月

五
日
、
財
政
部
は
幣
制
統
一
令
を
殻
し
た
。

八
月

嚢
に
起
工
せ
し
上
海
遺
幣
臓
は
、
共
後
着

T
F」
の
工
事
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
開
発
度
か
主
脳
者
の
更
迭
を
見
、
詰
め

に
事
業
の
進
行
を
阻
害
さ
る
t

ふ
こ
と
甚
だ
し
く
、
叉
潟
替
の
不
利
及
び
物
債
騰
貴
の
話
め
に
、
意
外
に
費
用
嵩
み
、
準
備
品
T

ば
に
し
て
経

費
に
不
足
を
来
し
、
事
業
の
開
始
に
は
今
後
向
ほ
二
・
五
百
高
元
を
要
す
ベ
し
て
せ
ら
れ
た
。
設
に
於
て
、
再
弐
銀
行
闘
に
封
し
迫
加
借

款
を
申
込
み
し
も
不
成
功
に
終
り
、
遂
に
十
八
日
中
止
命
令
を
鼓
す
る
の
飴
儀
な
き
に
至
っ
た
。



五

f差

期

一
九
二
八
年
(
民
闘
一
七
年
)
以
降

一
九
二
八
年
、
問
民
政
府
の
北
伐
運
動
一
段
落
を
台
げ
、
間
民
政
府
は
孫
文
の
樹
て
た
る
建
岡
大
綱
に
基
い
て
、
甲
車
政
期
よ
り
訓
政
期

に
入
り
、
破
壊
よ
り
建
設
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
。
共
の
新
建
設
の
第
一
歩
と
し
て
、
六
月
に
は
上
海
に
於
て
全
園
経
済
合
議
が
開

か
れ
、
積
い
て
七
月
に
は
南
京
に
於
て
全
閤
財
政
曾
議
が
催
さ
れ
た
。
卸
ち
一
九
二
八
年
は
政
治
的
意
味
に
於
い
て
も
、
叉
経
済
的
意
味

に
於
て
も
、
周
囲
に
と
り
で
は
誠
に
劃
時
代
的
で
あ
っ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

世
界
の
情
勢
を
顧
み
る
に
、
欧
刑
戦
後
諸
聞
は
相
弐
で
金
本
位
の
芸
礎
の
上
に
復
蹄
す
る
に
至
り
、
世
界
貨
幣
制
度
の
大
勢
は
再
び
金

本
位
の
確
立
を
見
る
に
至
っ
た
。
他
方
銀
債
の
趨
勢
は
、
欧
側
大
敢
に
曾
し
て
念
激
た
る
騰
貴
を
見
た
が
、
一
や
和
克
復
後
再
び
落
潮
を
一
不

し
た
。
殊
に
一
九
二
八
年
に
入
る
や
、
印
度
の
銀
需
要
の
減
退
、
欧
洲
各
固
に
於
け
る
補
助
貨
の
熔
解
に
よ
る
供
給
の
増
加
、
並
び
に
銀

生
産
の
増
加
等
相
重
な
る
原
因
に
よ
っ
て
、
銀
債
の
低
落
は
漸
く
激
甚
の
度
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
υ

か
く
し
て
銀
貨
闘
た
る
支
那
は
、
再

び
銀
債
暴
落
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
さ
ら
で
だ
に
困
難
た
る
政
府
の
財
政
は
、

一
一
唐
の
困
難
に
遭
遇
す
る
に
至
っ
た
。
此
等
の

事
責
は
相
率
ゐ
て
、
中
華
民
間
幣
制
の
轄
向
を
要
求
す
る
に
至
る
べ
き
は
明
か
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
(
民
園
一
七
年
〉

四
月

二
十
七
日
園
民
政
府
委
員
舎
は
駿
雨
用
元
、
岡
幣
統
一
排
法
を
議
決
し
た
。

ノ、
月

十
四
日
付
を
以
て
上
海
に
ふ
十
一
間
経
済
合
議
が
召
集
せ
ら
れ
た
。
そ
の
召
集
宣
言
書
に
よ
れ
ば
、
七
月
一
白
よ
り
開
催
せ
ら
る
ぺ

会
」
全
園
財
政
舎
議
の
前
提
と
も
見
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

中
華
民
国
幣
制
改
革
問
題
の
経
過

二
二
五
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一一
~ー」ノ、

二
十
日
開
合
、
二
十
一
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
を
各
分
科
舎
に
充
て
、
二
十
七
日
よ
り
本
舎
議
に
入
っ
た
。
而
し
て
本
合
議
に
提
出
さ

れ
た
る
幣
制
閥
係
諸
案
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
問
幣
保
例
及
び
施
行
細
則
草
案

一
、
紙
幣
取
締
僚
例
草
案

一
‘
遺
幣
廠
僚
例
草
案

一
、
鹿
雨
用
元
案

一
、
硬
貨
整
理
案

の
五
項
に
し
て
、
遺
幣
蹴
像
例
を
除
き
(
修
正
案
可
決
)
何
れ
も
原
案
の
通
過
を
見
た
。
本
合
議
に
於
け
る
幣
制
改
革
案
の
要
旨
は
、
之

を
要
約
し
て
言
へ
ば
、
金
本
位
制
に
至
る
暫
行
排
法
と
し
て
、
現
行
銀
弗
に
基
く
銀
本
位
制
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
位
貨
幣
の
皐

位
は
闘
と
名
づ
け
、
純
銀
庫
平
雨
六
銭
四
分

O
八
事
(
口
問
位
八
九

O
、
且
一
車
-
目
七
銭
二
分
)
を
含
有
す
る
。
補
助
貨
は
五
角
、
二
角
、

角

の
銀
貨
、

一
分
、
二
分
の
一
分
の
銅
貨
よ
り
な
る
。
銀
雨
は
之
が
鹿
止
を
決
議
さ
れ
、
政
府
及
び
闘
民
と
も
に
銀
雨
に
て
表
示
さ
れ
た
る

総
て
の
種
類
の
契
約
、
租
税
そ
の
他
一
切
の
支
梯
は

0
・
六
五
六
九
三
庫
千
雨
を
闘
と
す
る
割
合
を
以
て
換
算
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
市

し
て
奮
貨
幣
の
底
分
に
関
し
て
は
、
指
定
期
間
内
に
一
定
の
比
率
を
以
て
新
鋳
貨
と
交
換
同
牧
す
る
も
の
と

L
て
ゐ
る
。

七
月

一
日
.
財
政
部
召
集
の
本
土
問
財
政
令
議
南
京
に
於
て
開
催
せ
ら
る
。
政
府
よ
り
提
案
せ
ら
れ
た
る
議
案
に
し
て
幣
制
開
係
の
も

の
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
岡
幣
依
例
及
び
施
行
細
則
草
案



一
、
遺
幣
厩
依
例
草
案

一
、
紙
幣
取
締
保
例
草
案

一
、
庭
用
用
元
案

市
し
て
闘
幣
依
例
施
行
細
則
草
案
は
将
来
貫
施
の
時
充
分
の
計
重
、
討
議
に
よ
る
係
件
を
以
て
通
過
し
た
る
外
、
他
は
異
議
な
く
可
決

さ
れ
た
。

一
九
二
九
年
(
民
園
一
八
年
)

月

国
民
政
府
の
招
碍
に
臆
じ
て
、
財
政
部
設
計
委
員
。
c
g
E山
田
氏
。
口
弘
司

E
P同
白
山
田
何
回
同
句
。
民
国

上
海
に
清
す
。
該
委
員
舎
は
米

同
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
接
教
授
ケ
ン
ム
ラ
ア
国
・
者
・
岡
市
民

E
o
g円
を
首
班
と
し
、
組
勢
十
三
名
の
財
政
経
済
専
門
家
を
以
て
組
織
せ
ら
れ
、

そ
の
目
的
と
す
る
町
、
民
園
に
於
け
る
幣
制
及
び
財
政
赦
態
を
研
究
し
、
以
て
之
が
有
放
な
る
改
善
案
を
供
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。

十
一
月

十
一
日
付
を
以
て
委
員
舎
は
園
民
政
府
に
封
し
中
園
逐
漸
採
行
金
本
位
制
法
草
案

汀
門
}
回
。

C
H
P仏
国
己
]
[
己
『
O
向ロ
S
Uロ
C
同

p

。。
EHHm出
窓
口
白
首
向
。
己
居
間
白
河

ω
3
g
E
宮
。

E
E
を
提
出
し
た
。
是
れ
所
謂
ケ
ン
ム
ラ
ア
案
と
稿
せ
ら
る
L
も
の
に
し
て
、
金
一
夜
本

位
若
く
は
金
魚
替
本
位
を
漸
進
的
に
採
用
す
る
こ
と
、
並
に
現
在
使
用
す
る
各
種
の
貨
幣
の
流
通
を
停
止
す
る
こ
と
に
つ
き
規
定
し
、
漸

を
逐
ふ
て
全
闘
的
に
統
一
せ
る
金
本
位
制
度
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
案
に
於
て
建
議
せ
ら
れ
た
る
問
中
位
は
.
之

を
孫
と
名
づ
け
、
純
金
六

C
M
一
八
六
六
セ
ン
チ
グ
ラ
ム
を
合
有
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
然
し
な
が
ら
こ
の
令
皐
位
に
基
く
令
-
貨
幣
は
全

然
鋳
造
流
通
せ
し
め
守
し
て
、
之
と
常
に
千
債
を
維
持
す
る
十
進
制
の
名
目
貨
幣
を
流
通
せ
し
む
る
も
の
で
あ
右
。
そ
の
種
類
左
の
如
く

で
あ
る
。

中
華
民
間
幣
制
改
草
問
題
の
綾
地

二
二
七
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銀
貨

一
孫
(
純
銀
一
六
瓦
を
含
有
し
、
無
制
限
法
貨
と
し
て
一
金
孫
に
該
営
す
)
、
五
角
、
二
角

白
銅
貨

一
角
、
五
分

銅
貨

一
分
、
五
臣
、
二
匝
(
最
小
銅
貨
は
必
要
と
認
め
ざ
る
悦
り
錆
遣
し
な
い
〉

而
し
て
此
等
の
名
目
貨
幣
の
慣
値
を
し
て
、
金
車
位
と
一
千
債
を
維
持
せ
し
む
る
誌
め
に
、
無
制
限
且
自
由
に
金
先
換
を
行
ふ
。
免
換
は

金
塊
.
金
本
位
闘
宛
の
電
信
岱
替
、
品
骨
量
沼
倉
替
手
形
、
六

O
日
梯
の
鴬
替
手
形
の
同
種
中
そ
の
何
れ
か
を
以
て
話
し
、
そ
の
選
持
機
は
全

然
政
府
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。
市
し
て
こ
の
先
換
に
備
ふ
る
が
魚
め
、
政
府
は
金
本
位
制
の
賓
施
と
同
時
に
金
本
位
基
金
を
設
く
る
こ

と
.
そ
の
基
金
の
主
要
財
源
と
し
て
は
柿
助
貨
の
鋳
造
利
益
を
金
に
換
債
し
た
る
、
費
却
手
取
金
に
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
ο

そ
の

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
要
す
る
に
、
金
本
位
制
度
の
賓
施
と
鋳
造
貨
幣
の
統
一
と
に
あ
り
、
紙
幣
の
制
度
に
つ
い
て
は
別
に
之
を
中
央
準

備
銀
行
計
童
書
た
る
も
の
に
譲
っ
て
を
る
。
委
員
の
一
行
は
こ
の
案
を
遺
し
て
十
二
月
蹄
園
の
途
に
就
い
た
。

中
華
民
闘
に
於
け
る
幣
制
改
革
問
題
は
、
費
に
斯
く
の
如
き
経
過
を
辿
り
て
今
日
に
追
ん
だ
。
各
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
批
判
す

る
こ
と
は
、
回
よ
り
本
稿
の
志
す
と
こ
ろ
に
あ
ら
守
、
斯
の
事
賓
の
観
察
よ
り
進
ん
で
一
個
の
私
案
を
抽
き
出
す
こ
と
も
、
之
を
他
日
の

機
舎
に
譲
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
主
張
提
案
の
流
れ
に
は
、
凡
そ
思
考
し
得
ペ
き
あ
ら
ゆ
る
梼
聞
あ
り
、
少
く

E
も
そ
の
示
唆

が
あ
る
。
民
閣
の
情
勢
に
鑑
み
て
最
も
賢
現
可
能
な
る
方
策
は
、
斯
か
る
先
人
苦
心
の
跡
を
省
察
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
求
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
意
味
に
於
て
、
幣
制
改
革
問
題
の
経
過
に
封
す
る
同
臨
は
、
印
ち
問
題
の
資
現
に
封
す
る
指
標
を
興
ふ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。


